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1． 背景と目的 

わが国の社会インフラである地下街は，全国に整備さ

れ多くの人が利用しているが，これらの多くは昭和 30

年代から昭和 50 年代に整備されており，8 割以上の地

下街が開設から 30 年以上経過しているため設備の老朽

化等がかなり進んでいる．このため，多くの人が集まる

地下街等の安全対策の推進は喫緊の課題であり，今まさ

に国や自治体の支援を得て地下街防災推進事業を平成

26 年度から実施し，公共通路の天井等の安全点検を実

施している．更に近い将来，首都直下地震や南海トラフ

地震が発生した場合，火災や浸水等の災害が発生するこ

とは避けて通れず，その時に地下街施設内から多くの来

街者を安全・迅速に避難させることが必要である．大規

模災害時の突然の停電時に地下街施設内から避難を確実

に行う支援材料のひとつとして，蓄光式誘導標識等材料

がある.本報告はこの材料を川崎アゼリア地下街の階段

で実際に試験施行した結果を公表する．あわせて地下街

防災推進事業の取り組み内容とこの事業を進めていくう

えで地下街事業者への技術アドバイザー業務（ＣＭ業

務）を実施していることについて簡単に報告する． 

2． 蓄光式誘導標識等に係る運用と蓄光顔料

消防庁では平成 21 年度の消防法改正により避難経路

の誘導灯設置基準の見直しがなされ，「蓄光式誘導標識

等に係る運用」が平成 22 年 4 月に通知された．この通

知は新たに定める蓄光式誘導標識に係る技術基準であり，

性能を保持するために必要な照度，標識の細目，光を発

する帯状の誘導標示などが記載されている．あわせて，

設置対象ごとの個別事項にもふれており，停電時の長時

間避難に対応した誘導表示として蓄光式誘導標識等の設

置イメージも記載されている．そして，国内でも 2011

年 3 月 11 日に東日本大地震大津波災害が発生し，電力

が使えなくなるという非常事態の中で，電力を使用せず

暗闇でも避難経路を示せることの重要性が高まり，電源

や配線配管を必要としない「蓄光」が注目を集め

ISO16069も制定された． 

蓄光顔料は焼き物（セラミック）の微粒子であり，

様々な組成の蓄光顔料があり性能（色や輝度）が異なる．

その中の代表的なものとしてアルミナとストロンチウム

にレアメタルを混ぜ，焼成しできるアルミン酸ストロン

チウム系がある．2015年現在，蓄光は常に身につける 
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腕時計の文字盤や針で広く使われており，安全が認めら

れたものであると言える．蓄光製品の明るさについては，

JISZ9107（安全標識— 性能の分類，性能基準及び試験方

法）の中で明るさに応じて JA〜JD まで 4 つの規格が設

けられていて，今回の試験施行では全て JC 級を採用し

た．その理由は 2 つあり,①トータルコストを下げ，1

箇所でも多く表示することで防災啓発と避難誘導を円滑

に行うため．（顔料を多く使用するほどある程度までは

輝度が上昇する．）②平成 17 年にと東京消防庁が採用

した都内全ての地下鉄駅構内に施工した明示物は JA 級

であるが，（プラットホームや階段側壁に施工された蓄

光式避難誘導標識）より高い安全性とコストのバランス

から JC 級を採用した．蓄光顔料の種類は現在，イエロ

ーグリーンとブルーグリーンの2つが主流となっている．

これまでは輝度の高いイエローグリーン顔料が主に使わ

れてきたが，近年では耐水性を考慮してブルーグリーン

顔料も注目されつつある．よって今回のテストでは全て

ブルーグリーン顔料を採用した． 

3．蓄光製品のテスト実施

（１）試験施行の実施場所 

川崎アゼリア地下街でどのような蓄光製品が有効であ

るか，また蓄光材を使用した製品を設置した場合，景観

にどのような影響を及ぼすかについて試験施行を実施し

た．図図図図----1111にこの試験施行で利用した避難階段エリアの写

真と蓄光製品設置イメージを示す．試験施行はこの階段

を暗幕で囲い，平常時と暗転させた場合とで蓄光製品の

見え方がどのように違うかを実際に体験してもらい参加

者に複数のアンケートを実施した． 

（２）使用した蓄光製品の紹介 

今回テスト施工した11点の蓄光製品を右記に示す． 

図図図図----1111    試験施行実施場所と蓄光製品設置状況イメージ試験施行実施場所と蓄光製品設置状況イメージ試験施行実施場所と蓄光製品設置状況イメージ試験施行実施場所と蓄光製品設置状況イメージ    
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（３）蓄光材試験アンケート結果 

川崎アゼリアのＮo.21階段において，蓄光材試験アン

ケートを2015年1月～3月の期間で地下街関係者，学識者，

自治体関係者（区職員，消防関係者）など51名に対して

アンケートを実施した． 

アンケートの手順を以下に示す． 

①アンケート対象者集合後，通常時（電気が点いている

状況）で蓄光材に関しての説明を実施．②アンケート対

象者は一旦階段外へ退出．③蛍光灯を全て消灯した状況

の階段へ再度入り，蓄光している製品（11製品）を一つ

一つ評価を行った．消灯した際に蓄光材製品がどのよう

に見えるかを写真で図図図図----2222に示す． 

アンケート内容は，11の蓄光材製品について「見やす

さ」，「わかりやすさ」，「必要性」，「誘導性」とい

う４つの個目について5段階別で評価を行った．また，

11製品の中から一番「見やすかった」，「わかりやすか

った」，「誘導性があったもの」をそれぞれ選んで頂い

た．図図図図----3333に各商品を5段階別に評価した集計結果をまと

めた．さらに4項目別に各々の商品について整理を行っ

た結果を図図図図----4444に示す。最終的に各商品ごとの評価を集計

した結果は,「⑥階段蓄光」が最も評価が高かったが，

一番「見やすかった」，「わかりやすかった」，「誘導

性があったもの」では図図図図----5555に示すように「③階段ピクト

サイン」が最も高い評価となった．図図図図----6666では,男性（30

名）女性（21名）別に各商品の評価の集計をまとめた．

更に男女別の集計分析をした結果,男性が一番評価した

商品は「③階段ピクトサイン」となり，女性は「⑥階段

蓄光」を一番評価した結果となった．両商品とも男女と

も高い評価となっている． 

本アンケートにおいて，参加された方々から，地下空

間において非常時にすべての照明がつかない状況を経験

できたこと，非常時には蓄光材のサインが必要であるこ

とも評価頂いた．総評として，「③階段ピクトサイン」

「⑥階段蓄光」の評価が高く，非常時に地下空間から地

上への誘導の重要性が高いことが確認された結果となっ

た．この試験施行では，特に今市場にある2つの製品を

比較したわけではないが，蓄光材料やそれらの製品自体

を実際に利用している階段で評価したことがポイントで

ある． 

 

 

4．ＣＭ業務の実施 

 

川崎アゼリアでは平成 26 年度から 2 ヵ年にわたり地

下街防災推進事業を実施している．その内容は,①蓄光

材を用いた避難誘導施策（階段部の蓄光材塗布と蓄光材

を用いた防災サイン設置工事）,②出入口の上部に設置

されているエアーカーテン部の吊り補強工事,③地下街

に新規に設置するデジタルサイネージの防災利用を兼ね

たコンテンツやシステムの検討,の 3 つである．なお，

これら3つの業務実施成果については次回の報告で行う

が，地下街管理者として補助金を適用した防災推進事業

を実施することはほとんど経験がないと思われる．当社

は，川崎アゼリア地下街を設計・監理した設計事務所で

あり，いま実施しているリニューアル工事の一部も担当

している.よって，この地下街防災推進事業の適用にお

いては計画段階から地下街側の立場に立って川崎市との

協議を進めてきた．そのような経緯もあり,大規模なリ

ニューアル工事が進むなかで新規の防災推進事業をいか

に効率的に進めていくか，管理していくかが問われたた

め,地下街管理者とＣＭ業務を契約して技術的支援を実

施中である．ＣＭ業務（ピュアＣＭ）については,2002

年 2月に国土交通省から出された『ＣＭ方式活用ガイド

ライン』で，「ＣＭ方式とはコンストラクション・マネ

ジャーが技術的な中立性を保ちつつ発注者の側に立って,

設計・発注・施工の各段階において設計の検討や工事発

注方式の検討,工程管理,品質管理,コスト管理などの各

種のマネジメント業務の全部または一部を行うものであ

る．」と説明している．実際のＣＭ業務は多岐にわたり,

事業全体に深く係る全体的なアドバイザーとしての役割

を期待されて業務委託契約約款により業務を遂行する．

地下街管理者として多岐にわたる業務において,全国で

初めて防災推進事業を進めていくためにＣＭ契約を実施

した．ＣＭ業務の管理者（ＣＭｒ）は,こうした発注者

の状況を理解して説明責任を果たしていくことが要求さ

れる．また,発注者の要求を正確に把握し,その実現のた

めの提案や助言に加え,適時プロジェクトの進捗状況や

業務内容の報告を行い,時に発注者の求めに応じて更な

る説明を行うことが求められる．このように日々繰り返

される助言・報告・説明を通じて,地下街管理者とＣＭ

ｒの相互理解が深まり,ＣＭｒとして地下街管理者への

説明責任を果たしていくことになる．現在、3 つの業務

については，工事や検討を責任をもって実施する会社と

鋭意進めているところである．なお，地下街管理者は各

会社と個別に契約を結び，責任施工のもとに進めている.

そのなかでＣＭｒは,これらの検討過程を含めて説明責

任の基礎となる記録を残すこと,コンプライアンスに従

い善管注意業務をおって業務を行っている．最後に,多

くの人が利用する地下街の防災力を向上させることは喫

緊の課題であるが,行政関係者とともに地下街管理者が

効率よく効果的に災害時の被害を最小限に抑えるために

も，地下街管理者の立場に立って多岐に渡る業務を効率

的に進めていくという「ＣＭ業務」が多く展開・実施さ

れることに，本事例が役立てれば幸いである． 
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図図図図----2222    消灯時における消灯時における消灯時における消灯時における蓄光製品蓄光製品蓄光製品蓄光製品の見えるの見えるの見えるの見えるイメージイメージイメージイメージ    
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①SSB(セキュリティサインボード) n=51
1 2 3 4 5 平均

1 ⾒やすさ 4 16 20 9 2 2.8
2 わかりやすさ 5 14 18 9 5 2.9
3 必要性 7 5 16 12 11 3.3
4 誘導性 6 7 20 10 8 3.1

②動くピクトサイン n=51
1 2 3 4 5 平均

1 ⾒やすさ 20 22 8 1 0 1.8
2 わかりやすさ 22 19 7 2 1 1.8
3 必要性 20 18 10 1 2 2.0
4 誘導性 20 22 8 1 0 1.8

③階段ピクトサイン n=51
1 2 3 4 5 平均

1 ⾒やすさ 0 2 4 19 26 4.4
2 わかりやすさ 0 2 4 16 29 4.4
3 必要性 1 0 4 17 29 4.4
4 誘導性 1 0 5 13 32 4.5

④クライトブライト n=51
1 2 3 4 5 平均

1 ⾒やすさ 21 18 7 5 0 1.9
2 わかりやすさ 22 19 8 2 0 1.8
3 必要性 16 16 14 4 1 2.2
4 誘導性 19 17 9 5 1 2.1

⑤再帰反射蓄光テープ n=51
1 2 3 4 5 平均

1 ⾒やすさ 1 9 20 14 7 3.3
2 わかりやすさ 1 10 19 14 7 3.3
3 必要性 2 6 14 18 11 3.6
4 誘導性 1 7 17 18 8 3.5

⑥階段蓄光 n=51
1 2 3 4 5 平均

1 ⾒やすさ 0 0 2 17 32 4.6
2 わかりやすさ 0 0 3 14 34 4.6
3 必要性 0 0 2 11 38 4.7
4 誘導性 2 0 4 13 32 4.4

評価

評価

評価

評価

評価

評価

0 1 2 3 4 5

0 1 2 3 4 5

0 1 2 3 4 5

0 1 2 3 4 5

0 1 2 3 4 5

0 1 2 3 4 5

図図図図----3333    各々の各々の各々の各々の蓄光製品蓄光製品蓄光製品蓄光製品に対する評価結果に対する評価結果に対する評価結果に対する評価結果    
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⑦床面シート n=51
1 2 3 4 5 平均

1 ⾒やすさ 0 2 9 20 20 4.1
2 わかりやすさ 0 2 11 15 23 4.2
3 必要性 0 1 4 21 25 4.4
4 誘導性 0 2 5 17 27 4.4

⑧フロアマップ n=51
1 2 3 4 5 平均

1 ⾒やすさ 7 20 15 8 1 2.5
2 わかりやすさ 7 17 14 10 3 2.7
3 必要性 7 16 6 13 9 3.0
4 誘導性 10 15 15 6 5 2.6

⑨蓄光テープ n=51
1 2 3 4 5 平均

1 ⾒やすさ 2 9 22 13 5 3.2
2 わかりやすさ 3 9 19 16 4 3.2
3 必要性 3 5 20 14 9 3.4
4 誘導性 3 7 25 9 7 3.2

⑩蓄光看板 n=46
1 2 3 4 5 平均

1 ⾒やすさ 0 2 13 15 16 4.0
2 わかりやすさ 0 3 12 16 15 3.9
3 必要性 0 2 10 19 15 4.0
4 誘導性 1 6 7 18 14 3.8

⑪コーナーガード n=51
1 2 3 4 5 平均

1 ⾒やすさ 1 12 18 12 8 3.3
2 わかりやすさ 0 11 22 10 8 3.3
3 必要性 1 4 17 11 18 3.8
4 誘導性 5 8 14 13 11 3.3

評価

評価

評価

評価

評価 0 1 2 3 4 5

0 1 2 3 4 5

0 1 2 3 4 5

0 1 2 3 4 5

0 1 2 3 4 5

図図図図----3333    各々の各々の各々の各々の蓄光製品蓄光製品蓄光製品蓄光製品に対する評価結果に対する評価結果に対する評価結果に対する評価結果    
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⑦床面シート ⑦床面シート
⑩蓄光看板 ⑩蓄光看板
⑤再帰反射蓄光テープ ⑤再帰反射蓄光テープ
⑪コーナーガード ⑪コーナーガード
⑨蓄光テープ ⑨蓄光テープ
①SSB(セキュリティサインボード) ①SSB(セキュリティサインボード)
⑧フロアマップ ⑧フロアマップ
④クライトブライト ②動くピクトサイン
②動くピクトサイン ④クライトブライト

必要性 誘導性

⑥階段蓄光 ③階段ピクトサイン
③階段ピクトサイン ⑥階段蓄光
⑦床面シート ⑦床面シート
⑩蓄光看板 ⑩蓄光看板
⑪コーナーガード ⑤再帰反射蓄光テープ
⑤再帰反射蓄光テープ ⑪コーナーガード
⑨蓄光テープ ⑨蓄光テープ
①SSB(セキュリティサインボード) ①SSB(セキュリティサインボード)
⑧フロアマップ ⑧フロアマップ
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図図図図----4444    4444つの評価項目に対するつの評価項目に対するつの評価項目に対するつの評価項目に対する蓄光製品蓄光製品蓄光製品蓄光製品比較比較比較比較    

図図図図----5555    各々の各々の各々の各々の蓄光製品蓄光製品蓄光製品蓄光製品に関する総合評価に関する総合評価に関する総合評価に関する総合評価    
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① n=21n=30 ② n=21n=30
⼥ 男 ⼥ 男

1 ⾒やすさ 2.9 2.7 1 ⾒やすさ 1.8 1.8
2 わかりやすさ 3.0 2.8 2 わかりやすさ 1.6 2.0
3 必要性 3.7 3.0 3 必要性 1.8 2.1
4 誘導性 3.5 2.9 4 誘導性 1.5 2.0

③ n=21n=30 ④ n=21n=30
⼥ 男 ⼥ 男

1 ⾒やすさ 4.2 4.5 1 ⾒やすさ 2.0 1.9
2 わかりやすさ 4.1 4.6 2 わかりやすさ 1.9 1.8
3 必要性 4.2 4.6 3 必要性 2.4 2.0
4 誘導性 4.4 4.5 4 誘導性 2.2 2.0

⑤ n=21n=30 ⑥ n=21n=30
⼥ 男 ⼥ 男

1 ⾒やすさ 3.1 3.5 1 ⾒やすさ 4.7 4.5
2 わかりやすさ 3.1 3.5 2 わかりやすさ 4.7 4.6
3 必要性 3.7 3.5 3 必要性 4.8 4.7
4 誘導性 3.5 3.5 4 誘導性 4.8 4.2

⑦ n=21n=30 ⑧ n=21n=30
⼥ 男 ⼥ 男

1 ⾒やすさ 4.0 4.2 1 ⾒やすさ 2.6 2.5
2 わかりやすさ 4.0 4.3 2 わかりやすさ 2.7 2.7
3 必要性 4.2 4.5 3 必要性 3.2 2.9
4 誘導性 4.2 4.4 4 誘導性 2.9 2.5

⑨ n=21n=30 ⑩ n=19n=27
⼥ 男 ⼥ 男

1 ⾒やすさ 3.2 3.2 1 ⾒やすさ 3.9 4.0
2 わかりやすさ 3.1 3.2 2 わかりやすさ 3.9 4.0
3 必要性 3.5 3.3 3 必要性 4.1 4.0
4 誘導性 3.3 3.1 4 誘導性 3.8 3.8

⑪ n=21n=30
⼥ 男

1 ⾒やすさ 3.3 3.3
2 わかりやすさ 3.3 3.3
3 必要性 4.1 3.6
4 誘導性 3.8 3.0
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図図図図----6666    男女別の男女別の男女別の男女別の蓄光製品蓄光製品蓄光製品蓄光製品に関する評価比較に関する評価比較に関する評価比較に関する評価比較    
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